
【感染症発生動向調査事業から】 
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 川崎市におけるインフルエンザの定点当たり報告数は３週連続で増加してお

り、令和６年第２８週（７月８日～１４日）に０．４４人となりました。特に高

津区で地域的な流行がみられており、定点当たり１．８０人と流行開始の目安で

ある１．００人を超えています。また、本市のリアルタイムサーベイランスにお

いても、一部の地域においてＡ型インフル 

エンザの報告数が増加しています。  

現在市内では、インフルエンザだけでな 

く新型コロナウイルス感染症の報告数も増 

加しています。手指衛生等の対策を徹底す 

るとともに、咳やくしゃみ等の症状がある 

場合は、感染を拡げないために咳エチケッ 

トを心がけましょう。 
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今、何の病気が流行しているか！ 

第２８週報告数第１位 インフルエンザの地域的な流行がみられています！ 

令和６年７月８日（月）～令和６年７月１４日（日）〔令和６年第２８週〕の感染症発生状況 

第２８週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）新型コロナウイルス感染症 ３）ヘルパンギーナでした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は１５．２４人と前週（１１．１１人）から増加し、例年より高いレベルで推移しています。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は８．７０人と前週（７．５７人）から増加しました。 

ヘルパンギーナの定点当たり患者報告数は５．６５人と前週（３．８４人）から横ばいで、例年より高いレベルで推移しています。 

第２８週報告数第３位 

第２８週報告数第２位 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 
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川崎市におけるインフルエンザ発生状況（５年間） 

川崎市における A 型インフルエンザの 
リアルタイムサーベイランス分布マップ 

（令和６年７月１６日） 

川崎市感染症情報発信システム（KIDSS）（令和６年７月１７日１５時時点） 

マスクを正しく 
着用する。 

咳やくしゃみをする時は、ティッシュ・
ハンカチ、上着の内側や袖などで口や鼻
を覆う。 

何もせずに 
咳やくしゃみをする。   

正しい咳エチケット 

 

咳やくしゃみを 
手でおさえる。 

悪い事例 
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